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令
和
五
年
度
の
公
益
的
事
業
・
太
平

山
歩
道
整
備
事
業
を
令
和
五
年
十
月
二

十
八
日(

土)

に
行
っ
た
。 

 

前
日
の
雨
に
続
き
、
天
気
予
報
は
雨

と
心
配
さ
れ
た
が
、
晴
男
の
鎌
田
副
支

部
長
の
登
場
に
よ
り
、
作
業
に
適
し
た

好
条
件
と
な
っ
た
。 

 

今
回
は
、
ま
ん
た
ら
め
前
岳
登
山
口

か
ら
二
手
ノ
又
登
山
口
ま
で
の
二
．
二

㎞
、
支
部
で
の
歩
道
整
備
は
意
外
に
も

初
の
作
業
範
囲
だ
っ
た
。 

 

参
加
者
八
名
が
木
こ
り
の
家
入
口
駐

車
場
に
集
合
し
、
全
員
で
の
写
真
撮
影
。 

鈴
木
顧
問
か
ら
恒
例
と
な
っ
た
バ
ナ

ナ
と
栄
養
ド
リ
ン
ク
の
差
し
入
れ
と
激

励
を
い
た
だ
き
、
午
前
八
時
に
作
業
を

開
始
し
た
。 

 

刈
払
い
機
は
鎌
田
副
支
部
長
と
小
松

の
二
台
。
今
回
は
私
が
初
め
て
刈
払
い

機
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
佐
藤
（
博
）

会
員
が
指
導
役
と
し
て
後
ろ
に
位
置
し
、

「
刈
り
込
み
は
、
根
元
を
狙
っ
て
。
」
な

ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
刈
払

い
機
を
操
作
し
た
。 

 

登
山
口
を
覆
っ
て
い
た
枝
を
払
う
。

明
る
く
な
っ
て
気
持
ち
良
い
。
登
山
口

か
ら
お
地
蔵
様
の
あ
る
「
地
蔵
流
れ
四

ッ
辻
」
ま
で
は
歩
道
が
狭
く
、
笹
や
小

木
が
生
い
茂
っ
て
お
り
時
間
を
か
け
て

整
備
し
た
。 

 

二
手
ノ
又
に
近
づ
く
と
再
び
笹
が
多

く
な
り
、
更
に
気
合
い
を
注
入
し
、
作

業
す
る
。 

杉
林
の
中
を
歩
く
こ
の
コ
ー
ス
は
、

前
岳
か
ら
中
岳
、
奥
岳
へ
の
登
山
コ
ー

ス
で
あ
り
、
近
頃
は
ト
レ
ラ
ン
の
コ
ー

ス
と
し
て
注
目
度
が
増
し
て
い
る
。
太

平
山
ス
キ
ー
場
と
並
行
し
て
い
る
箇
所

も
あ
り
、
積
雪
期
に
は
前
岳
や
中
岳
ま

で
へ
多
く
の
登
山
者
が
利
用
し
て
い
る
。 

 

今
回
の
作
業
中
、
県
庁
Ｏ
Ｂ
等
の
集

団
が
通
過
し
た
が
、
顔
見
知
り
の
方
が

「
久
し
ぶ
り
。
作
業
、
ご
苦
労
様
で
す
。
」

な
ど
の
声
を
か
け
て
頂
き
、
激
励
や
感

謝
を
受
け
、
元
気
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。
普
段
利
用
者
が
少
な
い
こ
の

コ
ー
ス
を
、
こ
の
よ
う
に
多
人
数
が
通

行
し
た
こ
と
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。 

大
雨
の
被
害
で
仁
別
林
道
の
数
ヶ
所

が
崩
壊
し
た
こ
と
と
、
旭
又
コ
ー
ス
の

橋
が
崩
壊
し
、
登
山
道
は
通
れ
な
い
こ

と
か
ら
こ
の
コ
ー
ス
を
利
用
し
て
の
登

山
者
が
多
く
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

午
前
十
一
時
、
無
事
に
出
発
地
点
ま

で
戻
り
、
安
藤
会
員
か
ら
締
め
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
解
散
と
な
っ
た
。 

参
加
者 

 

鎌
田
倫
夫 

安
藤
金
栄 

佐
藤
博 

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

 
 

鈴
木
裕
子 

会
員
外 

戸
松
好
造
、
熊
谷
律
子 

                         

太太 平平 山山 歩歩 道道 整整 備備  

前岳登山口で作業前に 二手ノ又登山口に至る登山道を刈

払う 
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（2）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

韓
国
山
岳
会
慶
南
支
部 

元
支
部
長
・
崔
在
一
氏
一
行
来
秋 

 

佐
々
木 

民 

秀  
 

 
  

令
和
五
年
十
月
中
旬
頃
、
韓
国
山
岳

会
慶
南
支
部
の
城
木
け
い
子
さ
ん
（
京

都
市
在
住
）
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
元
支

部
長
の
崔
在
一
氏
が
秋
田
の
紅
葉
観
光

と
温
泉
を
楽
し
み
、
久
々
に
再
会
し
た

い
と
の
内
容
で
あ
っ
た
。 

 

慶
南
支
部
と
は
平
成
二
十
三
年
に
岩

手
山
交
流
登
山
を
計
画
し
て
い
た
が
、

実
施
直
前
に
な
っ
て
三
陸
沖
地
震
で
中

止
と
な
り
、
そ
の
後
も
会
員
の
動
静
や

コ
ロ
ナ
禍
で
縁
も
遠
く
に
な
り
つ
つ
あ

り
、
よ
っ
て
今
回
は
急
遽
受
け
入
れ
て
、

歓
迎
す
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。 

 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
か
つ
て
交
流

登
山
に
参
加
さ
れ
た
会
員
皆
様
と
打
ち

合
わ
せ
す
る
に
し
て
も
、
現
状
で
は
時

間
的
、
経
費
的
に
無
理
が
あ
り
、
来
秋

者
が
数
名
か
ら
三
名
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
最
終
的
に
私
が
受
け
入
れ
る
こ

と
と
し
た
。
ま
た
、
訪
韓
の
度
に
特
に

崔
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
今
野
、
鈴
木

の
両
顧
問
に
車
の
協
力
を
お
願
い
し
、

一
行
三
名
を
十
一
月
一
日
、
田
沢
湖
駅

に
出
迎
え
た
次
第
で
す
。  

 

乳
頭
温
泉
郷
は
こ
の
時
期
、
紅
葉
観

光
で
満
員
で
あ
っ
た
が
、
佐
藤
和
志
支

部
長
の
ご
厚
意
で
水
沢
温
泉
と
鶴
の
湯

温
泉
本
陣
に
宿
泊
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

二
日
は
、
田
沢
湖
を
一
周
、
ク
ニ
マ

ス
未
来
館
、
潟
分
校
、
か
た
ま
え
森
林

公
園
か
ら
は
田
沢
湖
を
展
望
し
、 

 
 

た
つ
こ
像
や
御
座
石
神
社
を
巡
っ
た
。 

さ
ら
に
、
平
成
五
年
に
慶
南
支
部
一

行
が
宿
泊
し
た
孫
六
温
泉
（
現
在
は
閉

鎖
）
を
訪
ね
た
。 

宿
泊
の
鶴
の
湯
温
泉
で
は
、
韓
国
に

は
冷
泉
を
沸
か
す
温
泉
は
あ
る
が
、
お

湯
の
沸
く
温
泉
は
な
い
と
の
事
で
、
何

度
も
入
浴
し
、
温
泉
を
楽
し
ん
で
い
た
。 

 
三
日
は
、
角
館
武
家
屋
敷
通
り
を
観

光
し
、
次
の
目
的
地
で
あ
る
札
幌
へ
向

か
う
一
行
を
角
館
駅
で
見
送
っ
た
次
第

で
あ
る
。 

               

 

崔
在
一
氏
は
七
十
才
、
現
在
、
韓
国

山
岳
会
理
事
、
慶
南
支
部
顧
問
と
し
て

運
営
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
秋
田
支
部

の
皆
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

尚
、
佐
藤
支
部
長
は
、
翌
日
に
台
湾

を
訪
れ
る
予
定
に
も
関
わ
ら
ず
、
水
沢

温
泉
で
の
歓
迎
会
に
急
遽
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
っ
た
。 

 

崔
氏
か
ら
頂
い
た
韓
国
山
岳
会
の
バ

ン
ダ
ナ
は
訪
韓
登
山
に
参
加
し
た
会
員

に
お
届
け
し
ま
し
た
。 

 

運
転
し
て
い
た
だ
い
た
今
野
、
鈴
木

両
顧
問
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

    

山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
状状
況況  

  

〇〇
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
会会
議議  

・
十
一
月
一
日
（
水
） 

   

古
道
の
ま
と
め
過
程
で
の
細
部
の
質

問
応
答
。 

・
十
二
月
六
日
（
水
） 

   

古
道
に
つ
い
て
細
部
の
質
問
応
答
、

及
び
熊
野
古
道
山
行
計
画
の
説
明
。  

 
  出出

席席
者者 

後
藤
浩
二  

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

 

※※
全全
国国
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査  

日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業 

調
査
期
間
は
令
和
三
～
令
和
七
年
度 

全
国
で
百
二
十
の
古
道
を
調
査 

高高

尾尾

山山

情情

報報  

佐佐
々々
木木  

民民  

秀秀  
 

年
次
晩
餐
会
の
翌
日
、
十
二
月
三
日

の
記
念
山
行
（
天
覧
山
）
に
は
参
加
せ

ず
、
高
尾
山
に
登
っ
た
。 

高
尾
山
口
駅
先
の
清
滝
駅
か
ら
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
に
乗
り
、
高
尾
山
駅
へ
。
こ

こ
か
ら
舗
装
道
路
と
階
段
が
続
く
参
道

を
由
緒
あ
る
薬
王
院
を
経
由
し
て
人
々

で
溢
れ
る
五
九
九
ｍ
の
山
頂
に
至
っ
た
。

さ
す
が
世
界
一
登
山
者
の
多
い
と
言
わ

れ
る
山
を
実
感
し
、
見
向
き
も
さ
れ
て

い
な
い
２
等
三
角
点
を
撫
で
る
。 

好
天
の
中
、
好
き
な
富
士
山
が
ク
ッ

キ
リ
と
遠
望
で
き
た
事
は
ラ
ッ
キ
ー
で

あ
っ
た
。 

帰
り
は
登
山
者
の
少
な
い
稲
荷
山

（
四
〇
八
ｍ
）
を
経
由
し
、
整
備
さ
れ

た
木
道
続
き
の
道
を
清
滝
駅
に
下
山
し

た
。
（
ゆ
っ
く
り
一
周
三
時
間
）
。 

午
後
二
時
を
過
ぎ
て
い
る
の
に
紅
葉

見
物
に
登
る
人
々
で
清
滝
駅
前
は
溢
れ

か
え
っ
て
い
た
。
こ
の
日
の
登
山
者
は

八
百
人
く
ら
い
か
？ 

 

感
想 

・
二
十
代
か
ら
四
十
代
台
が
圧
倒
的
に

多
く
、
後
期
高
齢
者
は
極
端
に
少
な
い
。 

・
家
族
、
グ
ル
ー
プ
、
単
独
者
多
し
、

八
十
歳
以
上
は
極
小
で
、
最
高
齢
八
十

九
才
。
表
参
道
は
ス
ニ
ー
カ
ー
類
多
し
。 

・
ケ
ガ
人
が
多
い
た
め
か
、
山
頂
に
消

防
隊
員
が
常
駐
。
山
頂
の
樹
木
が
高
く

な
り
、
眺
望
を
阻
害
し
て
い
る
。 

特
に
稲
荷
山
山
頂
は
不
良
。  

梁泰順 城木けい子 佐藤支部長 今野 鈴木 

崔在一 佐々木 

 

  

令
和
五
年
度
年
次
晩
餐
会
に
参
加
し
て 

鈴鈴  

木木  

裕裕  

子子  
 

 

太太
平平
山山
八八
宗宗
山山
域域
でで
のの  

ララ
ッッ
セセ
ルル
訓訓
練練 

小小  

松松  

芳芳  

美美 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
二
日
（
土
）
午
後

五
時
か
ら
新
宿
区
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

で
令
和
五
年
度
の
年
次
晩
餐
会
が
開
催

さ
れ
た
。（
会
報
「
山
」
十
二
月
号
参
照
） 

 

私
は
、
コ
ロ
ナ
過
で
中
止
さ
れ
て
い

た
期
間
も
含
め
、
四
年
ぶ
り
の
出
席
、

全
国
か
ら
の
出
席
者
は
三
三
五
名
で
あ

っ
た
。
か
つ
て
は
七
〇
〇
名
を
超
え
る

こ
と
も
あ
っ
た
な
あ
と
思
っ
た
。 

 

橋
本
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
物
故

会
員
へ
の
黙
祷
、
永
年
会
員
紹
介
、
新

入
会
員
の
紹
介
と
続
き
、
最
年
少
中
学

一
年
生
の
新
入
会
員
の
挨
拶
に
は
大
き

な
拍
手
が
沸
き
あ
が
っ
て
い
た
。 

 

鏡
開
き
の
後
、
乾
杯
の
発
生
は
古
野

前
会
長
、
天
皇
陛
下
か
ら
の
お
言
葉
の

紹
介
が
あ
っ
た
が
、
陛
下
の
ご
出
席
が

無
く
、
寂
し
く
思
っ
た
。
旧
知
の
方
々

と
の
交
流
は
皆
久
し
ぶ
り
で
、
元
副
会

長
の
神
崎
さ
ん
、
青
森
支
部
の
高
橋
豪

さ
ん
等
、
来
年
も
元
気
で
会
い
ま
し
ょ

う
と
約
束
を
し
た
。
山
岳
古
道
調
査
矢

島
街
道
を
担
当
し
て
い
る
本
会
の
高
橋

潤
一
氏
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 

開
催
に
先
立
ち
記
念
講
演
会
や
展
示

会
、
図
書
交
換
会
も
開
か
れ
た
が
、
例

年
よ
り
規
模
が
縮
小
さ
れ
た
よ
う
に
も

思
っ
た
。 

展
示
さ
れ
た
写
真
の
中
で
、
晴
天
の

エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
の
様
子
は
、
山
頂
を

目
指
す
商
業
公
募
隊
の
登
山
者
が
列
を

な
し
て
渋
滞
し
て
い
る
様
子
に
驚
い
た
。  

  

翌
三
日
は
、
記
念
山
行
に
は
参
加
せ

ず
、
佐
々
木
・
鈴
木
は
高
尾
山
登
山
。

佐
藤(

博
）
は
息
子
さ
ん
と
御
岳
山
登

山
。
今
野
は
所
用
で
帰
秋
し
た
。 

（
高
尾
山
に
つ
い
て
は
前
頁
） 

出出
席席
者者 

佐
々
木
民
秀 

今
野
昌
雄 

鈴
木
裕
子 

佐
藤
博 

写
真
上 

新
入
会
員
紹
介 

 
 

私
は
、
他
支
部
で
行
っ
て
い
る
「
○

○
訓
練
」
や
「
〇
〇
学
習
会
」
な
ど
の

会
報
記
事
を
読
み
、
当
支
部
で
も
真
似

事
で
も
い
い
か
ら
や
っ
て
み
た
い
と
思

っ
た
。 

そ
こ
で
、
太
平
山
前
岳
付
近
に
も
雪

が
積
も
り
は
じ
め
、
本
格
的
な
冬
山
に

な
る
前
に
「
ラ
ッ
セ
ル
訓
練
」
の
前
に

下
見
登
山
を
計
画
し
た
。 

そ
も
そ
も
、
八
宗
山
域
に
は
登
山
道

が
な
く
、
雪
山
に
は
ほ
と
ん
ど
足
を
踏

み
入
れ
る
人
が
お
ら
ず
、
か
つ
秋
田
市

街
か
ら
近
く
訓
練
に
は
最
適
で
あ
る
。 

十
二
月
十
日(

日)

午
前
八
時
、
金
山

滝
駐
車
場
に
訓
練
希
望
者
五
人
が
集
合

し
た
。
天
気
は
曇
天
な
が
ら
気
温
が
高

く
、
登
山
に
は
概
ね
適
し
て
い
る
。
私

か
ら
、
過
去
に
歩
い
た
軌
跡
が
載
っ
た

地
図
を
配
布
し
、
簡
単
な
説
明
を
す
る
。 

要
点
は
、
◎
状
況
に
よ
っ
て
は
撤
退

を
躊
躇
し
な
い
。
◎
先
頭
を
交
代
す
る

こ
と
で
、
リ
ー
ダ
ー
感
を
体
感
す
る
。

◎
地
図
、
コ
ン
パ
ス
やG

P
S

な
ど
を
使

い
、
現
在
地
と
進
行
方
向
な
ど
を
確
認

す
る
。
な
ど
・
・
。 

コ
ー
ス
は
、
金
山
滝
上
部
に
あ
る
「
八

宗
神
社
」
脇
か
ら
東
方
向
の
杉
林
に
入

り
、
尾
根
伝
い
に
北
東
進
す
る
。
最
初

の
急
登
で
一
汗
か
き
、
尾
根
到
達
で
衣

服
の
調
整
の
た
め
休
憩
。
こ
の
当
た
り

は
山
菜
採
り
な
ど
の
入
山
者
が
い
る
の

か
、
踏
み
跡
が
う
っ
す
ら
と
確
認
で
き

る
。
行
程
の1

/
3

地
点
で
八
宗
神
社
か

ら
沢
経
由
で
登
る
コ
ー
ス
と
の
分
岐
に

到
達
。（
と
い
っ
て
も
、
藪
の
中
で
道
も

な
く
、
過
去
に
付
け
た
ピ
ン
ク
テ
ー
プ

が
目
印
。
さ
ら
に
、
藪
の
尾
根
を
進
み

行
程
の
三
分
の
二
地
点
で
、
八
宗
山
の

石
碑
に
続
く
分
岐
に
到
達
。
ピ
ン
ク
テ

ー
プ
で
マ
ー
ク
す
る
。 

こ
の
先
が
、
こ
の
コ
ー
ス
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
急
登
が
続
く
。
笹
竹

を
か
き
分
け
な
が
ら
も
、
距
離
を
保
ち

竹
の
跳
ね
返
り
を
予
想
し
な
が
ら
進
む
。

「
も
う
限
界
」
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
、

歩
道
の
あ
る
「
九
番
の
石
像
（
観
音
）
」

に
到
達
。
出
発
か
ら
一
五
〇
分 

 

こ
の
コ
ー
ス
は
、
藪
漕
ぎ
し
な
が
ら

ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
も
の

で
、
夏
道
と
は
違
い
冒
険
心
が
若
干
く

す
ぶ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

さ
ら
に
前
岳
に
進
み
、
当
支
部
の
名

が
記
載
さ
れ
た
標
柱
と
ベ
ン
チ
付
近
で

昼
食
と
し
た
。 

ゆ
っ
た
り
と
下
山
し
、

午
後
一
時
十
分
に
駐
車
場
着
。 

     
 

    

参
加
者 

 

鎌
田
倫
夫 

 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

 

会
員
外 

 

戸
松
好
造 

 

熊
谷
律
子 

 

展示写真をコピー 



　（3） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

韓
国
山
岳
会
慶
南
支
部 

元
支
部
長
・
崔
在
一
氏
一
行
来
秋 

 

佐
々
木 

民 

秀  
 

 
  

令
和
五
年
十
月
中
旬
頃
、
韓
国
山
岳

会
慶
南
支
部
の
城
木
け
い
子
さ
ん
（
京

都
市
在
住
）
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
元
支

部
長
の
崔
在
一
氏
が
秋
田
の
紅
葉
観
光

と
温
泉
を
楽
し
み
、
久
々
に
再
会
し
た

い
と
の
内
容
で
あ
っ
た
。 

 

慶
南
支
部
と
は
平
成
二
十
三
年
に
岩

手
山
交
流
登
山
を
計
画
し
て
い
た
が
、

実
施
直
前
に
な
っ
て
三
陸
沖
地
震
で
中

止
と
な
り
、
そ
の
後
も
会
員
の
動
静
や

コ
ロ
ナ
禍
で
縁
も
遠
く
に
な
り
つ
つ
あ

り
、
よ
っ
て
今
回
は
急
遽
受
け
入
れ
て
、

歓
迎
す
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。 

 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
か
つ
て
交
流

登
山
に
参
加
さ
れ
た
会
員
皆
様
と
打
ち

合
わ
せ
す
る
に
し
て
も
、
現
状
で
は
時

間
的
、
経
費
的
に
無
理
が
あ
り
、
来
秋

者
が
数
名
か
ら
三
名
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
最
終
的
に
私
が
受
け
入
れ
る
こ

と
と
し
た
。
ま
た
、
訪
韓
の
度
に
特
に

崔
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
今
野
、
鈴
木

の
両
顧
問
に
車
の
協
力
を
お
願
い
し
、

一
行
三
名
を
十
一
月
一
日
、
田
沢
湖
駅

に
出
迎
え
た
次
第
で
す
。  

 

乳
頭
温
泉
郷
は
こ
の
時
期
、
紅
葉
観

光
で
満
員
で
あ
っ
た
が
、
佐
藤
和
志
支

部
長
の
ご
厚
意
で
水
沢
温
泉
と
鶴
の
湯

温
泉
本
陣
に
宿
泊
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

二
日
は
、
田
沢
湖
を
一
周
、
ク
ニ
マ

ス
未
来
館
、
潟
分
校
、
か
た
ま
え
森
林

公
園
か
ら
は
田
沢
湖
を
展
望
し
、 

 
 

た
つ
こ
像
や
御
座
石
神
社
を
巡
っ
た
。 

さ
ら
に
、
平
成
五
年
に
慶
南
支
部
一

行
が
宿
泊
し
た
孫
六
温
泉
（
現
在
は
閉

鎖
）
を
訪
ね
た
。 

宿
泊
の
鶴
の
湯
温
泉
で
は
、
韓
国
に

は
冷
泉
を
沸
か
す
温
泉
は
あ
る
が
、
お

湯
の
沸
く
温
泉
は
な
い
と
の
事
で
、
何

度
も
入
浴
し
、
温
泉
を
楽
し
ん
で
い
た
。 

 

三
日
は
、
角
館
武
家
屋
敷
通
り
を
観

光
し
、
次
の
目
的
地
で
あ
る
札
幌
へ
向

か
う
一
行
を
角
館
駅
で
見
送
っ
た
次
第

で
あ
る
。 

               

 

崔
在
一
氏
は
七
十
才
、
現
在
、
韓
国

山
岳
会
理
事
、
慶
南
支
部
顧
問
と
し
て

運
営
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
秋
田
支
部

の
皆
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

尚
、
佐
藤
支
部
長
は
、
翌
日
に
台
湾

を
訪
れ
る
予
定
に
も
関
わ
ら
ず
、
水
沢

温
泉
で
の
歓
迎
会
に
急
遽
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
っ
た
。 

 

崔
氏
か
ら
頂
い
た
韓
国
山
岳
会
の
バ

ン
ダ
ナ
は
訪
韓
登
山
に
参
加
し
た
会
員

に
お
届
け
し
ま
し
た
。 

 

運
転
し
て
い
た
だ
い
た
今
野
、
鈴
木

両
顧
問
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

    

山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
状状
況況  

  

〇〇
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
会会
議議  

・
十
一
月
一
日
（
水
） 

   

古
道
の
ま
と
め
過
程
で
の
細
部
の
質

問
応
答
。 

・
十
二
月
六
日
（
水
） 

   

古
道
に
つ
い
て
細
部
の
質
問
応
答
、

及
び
熊
野
古
道
山
行
計
画
の
説
明
。  

 
  出出

席席
者者 

後
藤
浩
二  

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

 

※※
全全
国国
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査  

日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業 

調
査
期
間
は
令
和
三
～
令
和
七
年
度 

全
国
で
百
二
十
の
古
道
を
調
査 

高高

尾尾

山山

情情

報報  

佐佐
々々
木木  

民民  

秀秀  
 

年
次
晩
餐
会
の
翌
日
、
十
二
月
三
日

の
記
念
山
行
（
天
覧
山
）
に
は
参
加
せ

ず
、
高
尾
山
に
登
っ
た
。 

高
尾
山
口
駅
先
の
清
滝
駅
か
ら
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
に
乗
り
、
高
尾
山
駅
へ
。
こ

こ
か
ら
舗
装
道
路
と
階
段
が
続
く
参
道

を
由
緒
あ
る
薬
王
院
を
経
由
し
て
人
々

で
溢
れ
る
五
九
九
ｍ
の
山
頂
に
至
っ
た
。

さ
す
が
世
界
一
登
山
者
の
多
い
と
言
わ

れ
る
山
を
実
感
し
、
見
向
き
も
さ
れ
て

い
な
い
２
等
三
角
点
を
撫
で
る
。 

好
天
の
中
、
好
き
な
富
士
山
が
ク
ッ

キ
リ
と
遠
望
で
き
た
事
は
ラ
ッ
キ
ー
で

あ
っ
た
。 

帰
り
は
登
山
者
の
少
な
い
稲
荷
山

（
四
〇
八
ｍ
）
を
経
由
し
、
整
備
さ
れ

た
木
道
続
き
の
道
を
清
滝
駅
に
下
山
し

た
。
（
ゆ
っ
く
り
一
周
三
時
間
）
。 

午
後
二
時
を
過
ぎ
て
い
る
の
に
紅
葉

見
物
に
登
る
人
々
で
清
滝
駅
前
は
溢
れ

か
え
っ
て
い
た
。
こ
の
日
の
登
山
者
は

八
百
人
く
ら
い
か
？ 

 

感
想 

・
二
十
代
か
ら
四
十
代
台
が
圧
倒
的
に

多
く
、
後
期
高
齢
者
は
極
端
に
少
な
い
。 

・
家
族
、
グ
ル
ー
プ
、
単
独
者
多
し
、

八
十
歳
以
上
は
極
小
で
、
最
高
齢
八
十

九
才
。
表
参
道
は
ス
ニ
ー
カ
ー
類
多
し
。 

・
ケ
ガ
人
が
多
い
た
め
か
、
山
頂
に
消

防
隊
員
が
常
駐
。
山
頂
の
樹
木
が
高
く

な
り
、
眺
望
を
阻
害
し
て
い
る
。 

特
に
稲
荷
山
山
頂
は
不
良
。  

梁泰順 城木けい子 佐藤支部長 今野 鈴木 

崔在一 佐々木 

 

  

令
和
五
年
度
年
次
晩
餐
会
に
参
加
し
て 

鈴鈴  

木木  

裕裕  

子子  
 

 

太太
平平
山山
八八
宗宗
山山
域域
でで
のの  

ララ
ッッ
セセ
ルル
訓訓
練練 

小小  

松松  

芳芳  

美美 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
二
日
（
土
）
午
後

五
時
か
ら
新
宿
区
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

で
令
和
五
年
度
の
年
次
晩
餐
会
が
開
催

さ
れ
た
。（
会
報
「
山
」
十
二
月
号
参
照
） 

 

私
は
、
コ
ロ
ナ
過
で
中
止
さ
れ
て
い

た
期
間
も
含
め
、
四
年
ぶ
り
の
出
席
、

全
国
か
ら
の
出
席
者
は
三
三
五
名
で
あ

っ
た
。
か
つ
て
は
七
〇
〇
名
を
超
え
る

こ
と
も
あ
っ
た
な
あ
と
思
っ
た
。 

 

橋
本
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
物
故

会
員
へ
の
黙
祷
、
永
年
会
員
紹
介
、
新

入
会
員
の
紹
介
と
続
き
、
最
年
少
中
学

一
年
生
の
新
入
会
員
の
挨
拶
に
は
大
き

な
拍
手
が
沸
き
あ
が
っ
て
い
た
。 

 

鏡
開
き
の
後
、
乾
杯
の
発
生
は
古
野

前
会
長
、
天
皇
陛
下
か
ら
の
お
言
葉
の

紹
介
が
あ
っ
た
が
、
陛
下
の
ご
出
席
が

無
く
、
寂
し
く
思
っ
た
。
旧
知
の
方
々

と
の
交
流
は
皆
久
し
ぶ
り
で
、
元
副
会

長
の
神
崎
さ
ん
、
青
森
支
部
の
高
橋
豪

さ
ん
等
、
来
年
も
元
気
で
会
い
ま
し
ょ

う
と
約
束
を
し
た
。
山
岳
古
道
調
査
矢

島
街
道
を
担
当
し
て
い
る
本
会
の
高
橋

潤
一
氏
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 

開
催
に
先
立
ち
記
念
講
演
会
や
展
示

会
、
図
書
交
換
会
も
開
か
れ
た
が
、
例

年
よ
り
規
模
が
縮
小
さ
れ
た
よ
う
に
も

思
っ
た
。 

展
示
さ
れ
た
写
真
の
中
で
、
晴
天
の

エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
の
様
子
は
、
山
頂
を

目
指
す
商
業
公
募
隊
の
登
山
者
が
列
を

な
し
て
渋
滞
し
て
い
る
様
子
に
驚
い
た
。  

  

翌
三
日
は
、
記
念
山
行
に
は
参
加
せ

ず
、
佐
々
木
・
鈴
木
は
高
尾
山
登
山
。

佐
藤(

博
）
は
息
子
さ
ん
と
御
岳
山
登

山
。
今
野
は
所
用
で
帰
秋
し
た
。 

（
高
尾
山
に
つ
い
て
は
前
頁
） 

出出
席席
者者 

佐
々
木
民
秀 

今
野
昌
雄 

鈴
木
裕
子 

佐
藤
博 

写
真
上 

新
入
会
員
紹
介 

 
 

私
は
、
他
支
部
で
行
っ
て
い
る
「
○

○
訓
練
」
や
「
〇
〇
学
習
会
」
な
ど
の

会
報
記
事
を
読
み
、
当
支
部
で
も
真
似

事
で
も
い
い
か
ら
や
っ
て
み
た
い
と
思

っ
た
。 

そ
こ
で
、
太
平
山
前
岳
付
近
に
も
雪

が
積
も
り
は
じ
め
、
本
格
的
な
冬
山
に

な
る
前
に
「
ラ
ッ
セ
ル
訓
練
」
の
前
に

下
見
登
山
を
計
画
し
た
。 

そ
も
そ
も
、
八
宗
山
域
に
は
登
山
道

が
な
く
、
雪
山
に
は
ほ
と
ん
ど
足
を
踏

み
入
れ
る
人
が
お
ら
ず
、
か
つ
秋
田
市

街
か
ら
近
く
訓
練
に
は
最
適
で
あ
る
。 

十
二
月
十
日(

日)

午
前
八
時
、
金
山

滝
駐
車
場
に
訓
練
希
望
者
五
人
が
集
合

し
た
。
天
気
は
曇
天
な
が
ら
気
温
が
高

く
、
登
山
に
は
概
ね
適
し
て
い
る
。
私

か
ら
、
過
去
に
歩
い
た
軌
跡
が
載
っ
た

地
図
を
配
布
し
、
簡
単
な
説
明
を
す
る
。 

要
点
は
、
◎
状
況
に
よ
っ
て
は
撤
退

を
躊
躇
し
な
い
。
◎
先
頭
を
交
代
す
る

こ
と
で
、
リ
ー
ダ
ー
感
を
体
感
す
る
。

◎
地
図
、
コ
ン
パ
ス
やG

P
S

な
ど
を
使

い
、
現
在
地
と
進
行
方
向
な
ど
を
確
認

す
る
。
な
ど
・
・
。 

コ
ー
ス
は
、
金
山
滝
上
部
に
あ
る
「
八

宗
神
社
」
脇
か
ら
東
方
向
の
杉
林
に
入

り
、
尾
根
伝
い
に
北
東
進
す
る
。
最
初

の
急
登
で
一
汗
か
き
、
尾
根
到
達
で
衣

服
の
調
整
の
た
め
休
憩
。
こ
の
当
た
り

は
山
菜
採
り
な
ど
の
入
山
者
が
い
る
の

か
、
踏
み
跡
が
う
っ
す
ら
と
確
認
で
き

る
。
行
程
の1

/
3

地
点
で
八
宗
神
社
か

ら
沢
経
由
で
登
る
コ
ー
ス
と
の
分
岐
に

到
達
。（
と
い
っ
て
も
、
藪
の
中
で
道
も

な
く
、
過
去
に
付
け
た
ピ
ン
ク
テ
ー
プ

が
目
印
。
さ
ら
に
、
藪
の
尾
根
を
進
み

行
程
の
三
分
の
二
地
点
で
、
八
宗
山
の

石
碑
に
続
く
分
岐
に
到
達
。
ピ
ン
ク
テ

ー
プ
で
マ
ー
ク
す
る
。 

こ
の
先
が
、
こ
の
コ
ー
ス
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
急
登
が
続
く
。
笹
竹

を
か
き
分
け
な
が
ら
も
、
距
離
を
保
ち

竹
の
跳
ね
返
り
を
予
想
し
な
が
ら
進
む
。

「
も
う
限
界
」
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
、

歩
道
の
あ
る
「
九
番
の
石
像
（
観
音
）
」

に
到
達
。
出
発
か
ら
一
五
〇
分 

 

こ
の
コ
ー
ス
は
、
藪
漕
ぎ
し
な
が
ら

ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
も
の

で
、
夏
道
と
は
違
い
冒
険
心
が
若
干
く

す
ぶ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

さ
ら
に
前
岳
に
進
み
、
当
支
部
の
名

が
記
載
さ
れ
た
標
柱
と
ベ
ン
チ
付
近
で

昼
食
と
し
た
。 

ゆ
っ
た
り
と
下
山
し
、

午
後
一
時
十
分
に
駐
車
場
着
。 

     
 

    

参
加
者 

 

鎌
田
倫
夫 

 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

 

会
員
外 

 

戸
松
好
造 

 

熊
谷
律
子 

 

展示写真をコピー 



（4）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

支支
部部
連連
絡絡
会会
議議
報報
告告  

  
  
  
  
  
  
  

鈴鈴  

木木  

裕裕  

子子  
  

「
支
部
連
絡
会
議
」
は
晩
餐
会
に
先
立

ち
、
十
時
三
十
分
か
ら
京
王
プ
ラ
ザ 

ホ
テ
ル
四
階
会
議
室
で
開
催
。
所
用
で

出
席
で
き
な
か
っ
た
佐
藤
和
志
支
部
長

の
代
理
で
出
席
し
た
。 

各
支
部
か
ら
五
十
一
名
と
会
長
及
び

役
員
十
五
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。 

会
議
は
議
題
に
従
っ
て
進
行
。 

 

一
、
会
長
挨
拶
で
は
、
会
長
に
就
任
し

て
か
ら
支
部
で
開
催
さ
れ
る
各
集
会
に

は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
日
本
山

岳
会
は
支
部
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
等
の
お
話
で

あ
っ
た
。 

二
、
グ
ー
グ
ル
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の
活

用
に
つ
い
て
（
永
田
副
会
長
） 

 

共
用
ド
ラ
イ
ブ
を
使
用
し
て
の
情
報

交
換
に
つ
い
て
は
、
会
員
個
人
個
人
に

ア
ド
レ
ス
を
振
り
分
け
、
会
報
等
の
電

子
配
布
を
考
え
て
ゆ
く
。 

支
部
長
、
事
務
局
長
及
び
本
部
事
務

局
の
み
ア
ク
セ
ス
で
き
る
共
用
の
保
管

庫
を
作
成
し
て
、
名
簿
や
支
部
の
重
要

書
類
を
保
管
す
る
。
新
年
度
か
ら
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。 

三
、
収
入
確
保
の
施
策 

 

 

①
会
員
数
維
持
、
増
加
の
施
策 

 

②
準
会
員
制
度
の
見
直
し 

 

③
令
和
六
年
度
の
新
入
会
員
の
獲
得 

 

目
標
。
こ
れ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
で

審
議
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
様
の
内
容
。 

 

➃
収
入
確
保
の
施
策
と
し
て
、
寄
付

募
集
の
広
報
活
動
（
遺
贈
を
含
む
）
に

力
を
入
れ
る
。 

四
、
コ
ス
ト
縮
減
に
つ
い
て 

会
報
「
山
」
の
電
子
配
信
、
ク
ラ
ウ

ド
か
ら
各
自
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
式
、
会

報
発
行
回
数
の
削
減
等
、
入
会
金
の
減

額
、
永
年
会
員
か
ら
の
会
費
徴
収
等
は
、

会
報
一
二
八
号
で
報
告
さ
れ
て
い
る
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
で
討
議
さ
れ
た
こ
と
と

ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。 

五
、
熊
野
古
道
集
中
山
行
に
つ
い
て 

 

五
月
十
八
日
か
ら
十
九
日
に
行
う
。 

 

大
斎
原
に
集
中
後
、
紀
伊
勝
浦
に
バ

ス
に
て
移
動
し
、
宿
泊
懇
親
会
。 

費
用
は
各
自
負
担
。 

 

◎◎
会会
報報
「「
山山
」」
のの
電電
子子
配配
信信
にに
つつ
いい
てて

寄寄
せせ
らら
れれ
たた
意意
見見
等等
のの
要要
点点
。。  

〇
北
海
道
支
部
か
ら
の
意
見 

 

多
種
多
様
な
雑
務
を
抱
え
て
い
る
支

部
事
務
局
で
、
電
子
配
信
の
中
継
は
不

可
能
。
会
報
の
ボ
リ
ュ
ウ
ー
ム
が
大
き

く
、
送
受
信
が
難
し
い
。
パ
ソ
コ
ン
を

持
っ
て
い
な
い
会
員
が
多
く
、
実
現
性

に
疑
問
を
感
ず
る
。 

〇
越
後
支
部
か
ら
の
意
見 

 

基
本
的
に
賛
成
で
あ
る
が
、
現
時
点

で
支
部
会
員
年
齢
層
や
会
員
の
気
持
ち

か
ら
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
思
う
。 

 

パ
ソ
コ
ン
（
ス
マ
ホ
）
を
日
常
的
に

使
用
し
な
い
会
員
が
八
十
名
程
。
支
部

業
務
と
し
て
会
員
の
メ
ー
ル
管
理
や
ト

ラ
ブ
ル
対
応
の
業
務
が
増
大
す
る
。 

一
斉
メ
ー
ル
で
な
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
現
実
的
で
あ
る
。

高
齢
会
員
の
多
く
は
、
毎
月
送
ら
れ
て

く
る
会
報
「
山
」
が
唯
一
の
会
員
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。 

 

〇
石
川
支
部
か
ら
の
意
見 

 

共
有
ド
ラ
イ
ブ
や
電
子
配
信
、
ク
ラ

ウ
ド
か
ら
の
各
自
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
含

め
、
現
状
以
上
の
I

T
活
用
に
は
反
対

で
す
。
高
齢
化
に
よ
り
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ホ
を
所
持
し
な
い
、
所
持
し
て
い
て

も
使
え
な
い
会
員
が
支
部
員
の
大
半
で

あ
る
。
支
部
と
し
て
も
メ
ー
ル
配
信
し

て
い
る
が
、
見
て
い
な
い
、
見
ら
れ
な

い
、
の
一
方
通
行
の
状
態
。 

〇
京
都
滋
賀
支
部
の
意
見 

 

会
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
会
員
へ
中
継

す
る
こ
と
は
不
可
能
。
ク
ラ
ウ
ド
か
ら

各
自
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
、
対
象
者
を
明

確
に
す
る
手
段
、
対
象
者
の
変
更
管
理

等
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
。 

会
報
の
隔
月
発
行
は
、
情
報
発
信
サ

イ
ク
ル
が
延
び
る
の
で
無
条
件
で
容
認

で
き
な
い
。
新
入
会
員
等
会
員
異
動
は

支
部
運
営
上
の
重
要
な
情
報
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

 
 

久
し
ぶ
り
に
支
部
連
絡
会
議
に
代
理

出
席
し
た
が
、
赤
字
解
消
、
財
政
云
々
、

と
い
う
説
明
や
討
議
に
「
平
成
二
十
四

年
の
公
益
社
団
法
人
に
移
行
す
る
際
に
、

公
益
社
団
法
人
に
移
行
す
れ
ば
、
今
後

日
本
山
岳
会
は
財
政
的
な
苦
労
も
な
く
、

政
府
の
保
護
の
下
、
憂
い
は
無
い
」
と

説
明
さ
れ
た
の
に
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

会会
員員
のの
動動
静静  

  
  
  
  
  
  
  
  

 

退
会 

安
藤
金
栄
（
令
和
五
年
十
二
月
）  

  

オオ

ンン

ララ

イイ

ンン

会会

議議  
 

令
和
六
年
一
月
十
七
日
（
水
）
午
後
七

時
か
ら
。 

・
令
和
六
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

各
支
部
の
主
た
る
活
動
目
標
を
記
入

す
る
。 

・
支
部
予
算
書
及
び
会
計
報
告
作
成
事

項
に
つ
い
て
の
注
意
、
説
明
。 

特
に
記
載
漏
れ
・
領
収
書
が
添
付
さ

れ
て
い
る
の
に
決
算
書
に
記
載
が
な

い
。
ま
た
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
領

収
書
が
な
い
等
。 

 出
席
者  

  

小
松
芳
美 

 

  

会会

務務

報報

告告  
 

事事
務務
局局
会会
議議  

〇
一
月
十
九
日
（
金
）
午
後
一
時
か
ら
、

秋
田
市
泉
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
。 

・
令
和
六
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

・
役
員
会
に
提
案
す
る
役
員
改
選
に
つ

い
て 

・
新
年
度
役
員
の
事
務
分
担
に
つ
い
て 

・
熊
野
古
道
集
中
山
行
に
つ
い
て 

 

出
席
者 

 

鎌
田
倫
夫 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

鈴
木
裕
子 


